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1 本研究の目的 

本研究では，北海道美唄湿原の泥炭土（図1）
を対象として，泥炭土の間隙構造異方性ならび

に間隙構造変化を考慮した物質移動基礎方程式

を構築することを目的とした。本研究で今回注

目とする物質は水とガスと熱であり，これらの

物質移動量を規定する各種物質移動パラメータ

（通水・通気係数，ガス拡散係数など）を実測

するとともに，泥炭土の物質移動基礎方程式（支

配方程式）を構築・検証した。さらに，フィー

ルドにおける温室効果ガスの動態観測や水・熱

循環解析などを行った。具体的な研究項目は，

以下の通りである。 

1) 泥炭土の物質移動パラメータの測定 

2) 泥炭土の物質移動基礎方程式の構築と検証 

3) フィールドにおける物質循環解析 

 

2 研究成果 

2.1 泥炭土の物質移動パラメータの測定 
（論文・紀要①，④，学会発表③） 
不攪乱コア試料を用いて，これまでに測定例

が少ない泥炭土の物質移動パラメータの測定を

行った。物質移動パラメータは，水が不飽和透

水係数・水分特性曲線，ガスが土壌ガス拡散係

数・通気係数である。 
 

2.2 泥炭土の物質移動基礎方程式の構築と検証 

（論文・紀要①，④） 

実測した土壌ガス拡散係数のデータに基づき，

既存の予測式を改良してガス拡散係数予測モデ

ルを提案した。本研究で提案した予測モデルは，

他の泥炭土や高有機質土の実測データを，既存

 図1 調査対象・試料採取地の北海道美唄湿原
（川本ら，2009より抜粋）

図2 本研究で提案したガス拡散係数予測モデル
の検証 (Kawamoto et al., 2009より抜粋)



の予測モデルよりも精度よく予測することが示され，そ

の有用性が明らかになった。 
 
2.3 フィールドにおける物質循環解析 
（論文・紀要②，③，学会発表①，②，④） 
美唄湿原の三次元地下水・熱流動解析を行った（図

3）。解析には泥炭土の基本物理量や原位置透水係数

データなどを用いた。将来的には，現地で長期モニタ

リングを行っている地下水位データ，地温データの再

現性の検証などを行っていく予定である。 
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図3 地下水・熱流動解析例。上段は飽和度
分布，下段は地表面温度分布
（Inaba et al., 2009より抜粋）




